
植 物

I.自然調査会の記録

第1回1988年2日14日（日）天候（曇り時々小雨）

〔調査地〕鹿児島市照国町，柳町，稲荷町，清水町参加者10名

〔主な調査対象種〕ハルニレ（にれ科）アオモジ（くすのき科）マツヨイグサ（あかばな

科）コマツヨイグサ（あかばな科）ホウライシダ（わらび科）

1 ．日程

9:30～10:00調査方法についての打ち合わせ（県立博物館）

10:00～12:00調査：県立博物館(10:00)～長田陸橋(10:15)～柳町(10:30)

～春日神社（10：35）～清水中（10:45）～滝ノ神（11：30）

（帰りは同じコース）～県立博物館着(12:30)

2．調査結果

このコースは，いわゆる|日市街地で，標高O"～20"z,沖積平野の一部である。現在は，文化施

設が並び，かつ古い石垣なども比較的によく保存されている。人家は商店街の裏通りになっている

ところが多い。滝之神水源地は，水流に沿って樹林が残り，ハルニレ，エノキなどの落葉樹の大木

が見られ,やや,特異な環境である。ホウライシダは，調査対象種の中で,最重点種としていたが，溶

結凝灰岩の石垣のすき間に多く見られ，高さ1．5加位までしか認められなかった。石垣面の方角と

No 地名

博物館

① ～中央病

院

② 長田陸橋

③ 柳町

④ 春日神社

⑤ 滝 ノ 神

現地の状況

石垣や側溝の所

にいろいろな植

物が見られた。

陸橋の土手，人
家の石垣に植物

が生育している

ブロック塀， 石

垣付近に植物が

見られる。

神社南側石垣に

いろいろな植物

が見られる。

人家と川の土手

に沿って，樹木

草本類が生育し

ている。

確認した植物名

ホウライシダ；イノモトソ

ウ， オニタビラコ，ムラサ

キカタバミ

ホウライシダ；マッヨイグ
サ， コマツヨイグサ，オオ

アレチノギク，チガヤ

ホウライシダ， オニタビ

ラ．

ホウライシタ；オニヤブソ

テツ ， オニタビラコ，ハル

ノノゲシ

ホウライシタ；オニヤブソ

テッ，ゲジゲジシタ；ミゾ
シダ；イシカグマ，オリヅ

ルシタ；オオアレチノギク，

オドリコソウ，カラムシ，

クコ，ノ､ルニレ9 アオモジ，

エノキ，イロノ､モミジ

表1調査地で確認した植物

アオモジは，道路沿いの荒地に2本ほど見られた。
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は関係なくはえており，城山

町，稲荷町，清水町一帯の人

家付近では，いたる所で見ら

れる。本種の競争種としては

オニタビラコ・ムラサキカタ

バミ，イノモトソウなどが考

えられる。

コマツヨイグサは，日当た

りよい道路沿いの砂地に生育

している。

マツヨイグサは，街路樹の

下，ガードレール下などを群

生している。

ハルニレは滝ノ神に3本ほ

ど生育し,ほかに，イロハモミ

ジなどの落葉樹が残存している。



図1．調査対象種分布図

図2黎明館前側溝のホウライシダとイノモ
トソウ

図3．長田陸橋付近のマツヨイグサ

第2回1988年3月6日（日）天候（晴）

〔調査地〕鹿児島市平之町，城山参加者8人

〔主な調査対象種〕ホウライシダ，アオモジ，マツヨイグサ

1．日程

9:30～10:00第1回調査結果の総括と調査方法の打ち合わせ（県立博物館）

10:00～12:00調査：照国神社前(10:00)～平之町(10:15)～城山登山道(10:30)

～城山展望台(11:00)～城山遊歩道(12:00)～照国神社(12:

00）

12:00～12:30結果のまとめと今後の計画について話し合い（照国神社境内）

2．調査結果

このコースは，市街地と自然林（城山）の接点部分にあり，ホウライシダカ釘どの程度侵入して

いるかについての調査にあたった。市街地からいきなり，シラスのがけにおわれており，この付近

は，姶良カルデラの外輪山の縁部にあたる。ホウライシダは，照国神社の石垣，平之町の人家の石

垣付近で見られた。城山登山道に入ると，イノモトソウ，リュリキュウイノモトソウは見られたが，

ホウライシダは確認できなかった。アオモジは，城山の登山道，頂上付近，自然遊歩道でも確認で

きなかった。マツヨイグサは，城山南側の道路で，ロゼット状のものを1株確認した。
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確認した植物名 このように，照葉樹林内に

侵入していない原因がどこに

あるのか，詳細な分布調査も

そのひとつの答えを出して〈

NQ|地名’現地の状況

人家の石垣，神社
の側溝などに植物
が見られる。

ホウライシダ，タネツケバ

ナ，ハルノノゲシ平之町①

急傾斜の石段で，
周囲の樹林は貧弱
で陽地性の道ばた

植物が侵入してい
る。
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れるであろう。② 城山登山道

樹林で囲まれた小
さな陽地が通路や

展望台になってい

て林縁の植物群落

が見られる。

ｼﾛﾔﾏｼタ，ゲジゲジシ

タ；コバノカナワラビ，コ

バノタツナミ，セントウソ

ウ，ノシラン

城山頂上付

近
③

コバノタツナミ，ノ､イイバ

ナ，ヒヨドリジョウゴ；イ
ズノ､ﾉ、．

スダジイ，バクチ

ノキなどの照葉樹
林の下に多くの植

物が繁茂している

城山自然遊

歩道
④

表2．調査地で確認した植物

一コース●ホウライシタ

図4．調査対象種分布図

図5．調査会風景

Ⅱ．対象種の記録

昭和62年度は初年度で，新しい情報の少ない種が多いが，これからの調査の基礎となる文献上の

記録及び，県立博物館の標本による記録を中心に，入手できた若干のデータを加えまとめてみた。

文献は種によって，多寡があるが，資料が不十分であるので，とりあえず総括的な記録のみを記

した。これらの中には，単に島名のみが記されて，分布図に明記できないものがあり，再調査の必

要性を痛感する。同様なことは，所蔵標本についてもいえる。

また，当然のことながら，文献や標本による産地は過去のものであり，現時点での状況を示して

いるものではない。分布図にマークのついた地点も改めて調べる必要があろう。

なお，市町村名のみわかっている分については，役場所在地にマークした。
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1．ハルニレW"""sノα加"/c"Sarq. （にれ科）

A・文献による記録

①内藤喬・梶原重盛（1934）鹿児島県自生植物目録鹿児島高農開校25周年記念論文集

〔山野，樹林〕

②初島住彦(1978)鹿児島県植惣弓録鹿児島嬉誓ﾘ司好会
〔田代（花獺），万之瀬発電所以北〕

③初島住彦(1986）改訂鹿膳県融目録鹿児島植物同好会 （5）

〔大口(布計，(岬)，(勝院，(識山'鹿児島(吉野)，住吉WI'辺万

嘉箪鴬難[富厩垂水《鹿大演習林)'鹿屋甫与志岳｡”
④神園香(1979)SATUMA28(80):53～57鹿児島昆虫同好会

（ 10）（11）

〔鹿児島市(田上町，(併町，犬迫町，小山田町，稲荷町滝之神'多賀山，
鼓川町たんたど，吉野町寺山），松元町春山〕

⑤大坪修(1979)SATUMA28(80):58～60鹿児島昆虫同好会

〔鹿児島市(辱柳飯山･尋荷花野'犬迫町脇吉･上永吉'皆与志町
菖蒲谷），郡山町花尾，吉田町早馬，蒲生町（畠田・上ノ田）〕

⑥福田晴夫(1979)SATUMA28(80):61～62,63鹿児島昆虫同好会
（16）

〔鹿児島市錫山，加世田市古瀬の滝，川内市永利町里〕

⑦大迫豊昭(1979)SATUMA28H):62(｣拝児粥同好会 (20)
〔川内市（永利町里，中村町，宮崎町），大口市十曽池〕

⑧神園香(1979)SATUMA28(80):64~65震糯昆虫同好言3)(24)（21）

』郷菫蹴i,,駕菫歸薑鷺隼人町妙見蒲生町｡郡山Ⅲ
⑨若松昭伸(1979)sATUMA28(80):66,(9;)鹿児島昆虫同好会

〔国分市（検校川沿い，後川内），隼人町，志布志町安楽川大迫橋〕

⑩田中洋・若松昭伸・大坪修-(1979)SATUMA(80):67
（29）（30）（31）（32）（33）（34）（35）

誉襲煽鱸浅井｡恒吉)"輝北町(柏木堂籠川坂下橋百孔
⑪鹿児島の植物NQ2(1972)鹿児島植物同好会〔牟礼ケ岡岳，大鳥峡〕

⑫山下勝（1983）川辺町の植物

B.標本による記録
（38）

鹿児島市滝ﾉ神(1947.6・｣)褐姶良町重富小学校(1982.11.27)大工園｡鹿児島市
稲荷川（1986．6．8）川越，霧島町千里ノ滝(1986･10･27)川越，霧島御池(1986･11･

4）川越

C.調査による記録

鹿児島市清水町滝ノ神，田代町花瀬，鹿児島市原良団地，鹿屋市上高隈町重田，鹿児島市鼓川
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町たんたど鹿児島市五ケ別府町川口

ハルニレは，カラスシジミの食草として，鹿児島昆虫同好会員によりかなりの分布状態が明ら

かになっている。しかし，こ

の種は有用樹でないため，河

〃 川工事,道路工事,宅地造成等

により伐採される危険性が多

い。分布上の問題点としては

出水方面，南薩方面（指宿市，

山川町）等の記録がない。今

後，川内市以北，鹿児島市以

南，鹿屋市以南の調査報告を

期待したい。

左の分布図には，すべての

記録地を集録してないが，五

万分の1地図かそれ以上詳細

な地図を使った調査が進めら

れている。また，調査したが

発見できなかったという×マ

ークを入れて，しだいに本種

の分布の実態を明らかにする

必要がある。今のところ離島

にはない。

饗

庖
囚

悪

図6．ハルニレの分布略図

2．アオモジ〃S＃eaC"〃"Pers. （くすのき科）

A・文献による記録

①内藤喬，梶原重盛（1934）鹿児島県自生植物目録鹿児島高農開校25周年記念論文集

〔山野，樹林〕

②初島住彦（1978）鹿児島県植物目録鹿児島植物同好会

〔県本土西部，屋久島，種子島，トカラ列島，奄美大島，徳之島〕

③初島住彦（1986）改訂鹿児島県植物目録鹿児島植物同好会

瀧壼奎壹｡撫駕薑鑪篶乏曹島｡黒島口永良部二
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B、

④初島住彦(1973)種子島辨物⑤迫静男･丸野勝敏(1983)黒島の植物
⑥山下勝（1983）川辺町の植物

嚇濟･5),."(1954.9･26)初島上躍院糊5･8･1)園田｡銀
島市（1955．8．10）園田，鹿児島市（1955．11．2）園田，串木野市冠岳（1956．5．20）

野口,患陰('"73.11)川辺,串木野市粥1964･3･29)佐藤,奄美大島(1965･
3.28)迫,屋久島安房(1965.11.7)迫,住用村(1967.3.8)迫,長島北方崎胡6？（8）

･4．18)迫,串木野市冠岳柵1．‘・】)木戸,中之島(1983.8.2)大工園,黒島
（1986．10．11）川越，紫尾山定之段(1986･11･7)大工園，大口市布計(1968･5･19溶田

C.調査の記録＝
‐（13）

鹿児島市清杢僻ﾉ神，加
治木鴨鶴田町平江，鹿児
島市平川町烏帽子岳，鹿児島

詞 禅

學

鶴
侭奎う

心

〃

図7．アオモジの分布略図
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市原良団地

この種は，ミバナ，ミノハ

ナと呼ばれ，昔からよく知ら

れている植物である。大隅半

島の人家付近に植栽されてい

るのはよく見かけるが，今の

ところ自生の記録はない。加

治木町里より西の地域ではよ

く見かけるが，記録は鹿児島

市を中心として一部の地域に

かたよっている。もっと他の

市町村の記録をとると同時に

加治木町を中心とした姶良郡下

を詳細に調査する必要がある。

樹林が伐採されて，陽地に

なると発芽，生育を始めるし

早春に開花して目立ちやすい

植物であるが，種子の散布，

伝播がどのようにして行われ

ているか興味深い。



3．シマイズセンリョウMagsα""gγαMez. （やぶこうじ科）

A.文献による記録

①内藤喬･梶原重盛(1934)鹿児島県自生潮目霊)鹿児島高農開校25周年記念論文集
〔湾内島々，佐多，山川，種子島，屋久島，大島〕

②初島住彦(1978)零号需騨目録鹿児島植物同好会
〔磯,志布志(ビﾛｳ島)，串栗野,甑島以南各地〕

③初島住彦（1986）改訂鹿児島県植物目録鹿児島植物同好会（6）（7）（8）
〔志布志（ビロウ島），磯街道，串木野，長屋山，秋目，池田湖，山川，

（9）（10）（11）

辺塚,内之浦,根占,佐多,甑島,屋久島種子島，げう列島(各島）
奄美大島〕④迫静男・丸野勝敏（1983）黒島の植物

⑤初島住彦（1973）種子島

の植物
（13）

⑥吉永和人（1984）喜界島

〃

鐸
の自生植物

⑦鹿児島の植物（創刊号～

Ⅱ｡9)鹿児島植物同好今20）
〔山''li9園児李i8琴屋山'(=)

量瀧塞職塞
部島，黒島，屋久島，馬取山

甑島，野首岳〕

B.標本によ毫瀞
鹿児島市磯街道(淵.3

･12)内藤，種子島軍場(19

54.3)平原,佐多噸？
（1954．3．27）内藤，鹿児

島市沖小島(淵．5．24）
内藤，種子島茎永（1954．8

．!)井口,佐多""55･
｣1.25)野口,住用村輔）
（1957.1.24)迫,下謡
（1958.3.14)川辺,言蕊）
市（1959．3．10)内田，徳

之島与名間（1961．11．18）

迫，黒島（1963．5．1）佐

藤，山川駅（1966．3．27）

華
～，

、ノ

Ｑ
ウ

鰐
ﾛ沓

《
》

図8．シマイズセンリョウの分布略図
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（30）
初島，垂水市牛根（1966．5．26）初島・迫，山川町（1967．2．26）初島・迫，長屋山（19

67．4．16）初島・迫，徳之島（1969．1．10）山本，住用村（1969.1.13)迫，徳之島(1970･

1．16）迫，住用村（1971．1．25）迫，種子島（1981．12･24)木戸，沖永良部島(1982･

8）岩城，佐多町（1982．6．29）大工園，口之島（1982．10．14）福田，中之島（1983．8

・2)大工園,沖永良部島(1983･7･11)大工園,屋久町川原(1967･11･9)迫，夫淵
（1965．3．24）迫，沖永良部島（1984．3．29）木戸，黒島（1986．10．11)川越，屋久島

（32）
牛床（1986．7．18）川越，内之浦町（1986．2．15）川越，野間岳（1987．4．17）大工園

C.調査による記録
（33）（34）（35）

坊津町久志，笠沙町今岳，笠沙町馬取山，屋久町尾ノ間

本種は海岸近くの森林の中や縁によく生えており，離島ではよく見かける。県本土では，海岸

線に沿ってどの地域まで広がりを見せているか注目される。川薩，北薩方面の海岸線付近を調査

する必要がある。また内陸部にどの程度浸入しているか興味深い。

4．ブタクサA加"os/ααγ/Ws〃ん〃αvare/α〃0γDescovrt（きく科）

A.文献による記録

①内藤喬．梶原重盛（1934）鹿児島県自生植物目録鹿児島高農開校25周年記念論文集

〔記載なし〕

②初島住彦(1978）鹿器県植物目録(拝児尋騨同好会
〔郡山，鹿児島，垂水，大根占，奄美大島，帰化一北アメリカ原産〕

③初島住彦(1986）改訂鹿児島県植物弓話鹿児島植物同好会
〔郡山，鹿児島，加世田，垂水，大根占，奄美大島〕

④丸野勝敏（1978）鹿児島の植物NQ4鹿児島植物同好会薩摩半島南西地区の植物の分布

について（第二報）加世田市白亀

B.儲による記録 （6）（7）
喜入(1983．9･23)大工園，口永良部島(1986･8･4)木戸，鹿児島市紫原(1986･9

・27）篠崎

c・調査による 記 録 な し

この種は，帰化植物で，昭和30年代後半までよく見かけたが,最近めったに見られなくなった。

花粉病の主犯として有名であり，市街地や海岸付近の荒れ地によく生える植物である。過去の記

録，最近の記録と非常に少なく，詳細な記録をとっておきたい。
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5．イワダレソウ

P〃/α〃α"〃0γα

Greene

（くまつづら科）

A.文献による記録

①内藤喬・梶原重盛

（1934）

鹿児島県自生植物目

録鹿児島高農開校

記念論文集（1）（2）
〔串木野，川辺，山

川，佐多，屋久島，

〃

悪
大島〕

②初島住彦（1978）

鹿児島県植物目録

鹿児島植物同好会

〔串木野，山川，

鶴 佐多，種子島，屋久

侭ﾐ ｏ
ｎ
リ
自

島以南〕

ぢ ③初島住彦（1986）

改訂鹿児島県植物目

録鹿児島植物同好

会
(6）（7）

緋，田尻)屋久島
宝島，奄美大島各島〕

O

録鹿児島植物同好
図9．ブタクサの分布略図

鱸蕊麓職鰯
種子島の植物

日本鱗翅学会報蝶と蛾南九州におけるタテハモドキの個体数および

分稲李動 （15）
〔枕崎市鹿児島水産高校，志布志町夏井浜，佐多町（大泊・田尻）〕

SATVMA9(2)枕崎市におけるタテハモドキ

〔枕崎市鹿児島水産高校〕

鹿児島の植物Nq4鹿児島植物同好会薩摩半島南西地区の植物の分布

について（第二報）〔枕崎市〕

ｊ
ｊ
ｊ

４
３
４

８
７
６

９
９
９

１
１
１

く
く
く

人
彦
夫

和
住
晴

永
島
田

吉
初
福

④
⑤
⑥

⑦山崎淑子（1962）

③丸野勝敏（1978）
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B.標本による記録

串木野市羽島（1954.11

・3)野口,種子尋,畠958
・7．27）赤星，名瀬市

（1959．3．10），屋久島

平山（1959．7．31）井口

諏訪之瀬島（1971．11．9）

中山，佐多（1982．6．29）

佐多（1982．7．14）大工

園，沖永良部島（1983.5

･12)大工園，中之島(19

83．8．2）大工園,沖永

良部島（1983．7．11）大

工園，名瀬市小宿（1985.

7．7），中之島（1986．7

・29）木戸

C.粥こよる記録
与論島

この種は，離島海浜から

内陸部まで分布しているが，

発表されている記録は少な

い。本土における記録は古

いものが多く，過去の記録

／

〃

鐸詞

Ｑ
噺
ｌ
川
い
し

旺
恥

0

0．

＋瓜州

0

審｜曇
｡

"'2
。

殿鰐
団
子
局

鹸
願

８旬

，

B

§も
O

いものが多く，過去の記録
図10．イワダレソウの分布略図

をもとに再調査の必要があ

る。これまでの産地のほとんどが海浜（砂地）で，種子の散布に海流が関係しているものと思

われるが，不安定な生育地が多い。

6．オオマツヨイグサ0e"0ｵ"gγαeγyｵ〃os"ﾉaBorbas(あかばな科）

A.文献による記録

①内藤喬梶原重盛（1934）鹿児島県自生植物目録鹿児島高農開校25周年記念論文集

〔記録なし〕

②初島住彦(1978）鹿児島県植物目尋,夢児島植物同好会
〔県本土各地，喜界島，帰化一北アメリカ原産〕

③初島住彦（1986）改訂鹿児島県植物目録鹿児島植物同好会

〔県本土各地，喜界島，帰化一北アメリカ原産〕

④吉永和人（1984）喜界島の自生植物
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B.標本による記録収蔵品なし

7．マツヨイグサ

Oe"〃"eγas"'c"

Ledeb.

（あかばな科）

A・文献による記録

①内藤喬，梶原重盛

（1934）

鹿児島県自生植物目

録鹿児島高農開校

25周年記念論文集

〔記録なし〕

②初島住彦（1978）

鹿児島県植物目録

鹿児島植物同好会

〔県本土，甑島帰

化一北アメリカ原産〕

③初島住彦（1986）

改訂鹿児島県植物目

録鹿児島植物同好

会

〔県本土，甑島，帰

化一北アメリカ原産〕

④初島住彦（1973）

種子島の植物

⑤山~7,"(1983)
川辺町の植物

〃

鍵

零

Q

aつ

鰐
ｏ
ｎ
Ｕ
ｎ

つ
ａ

侭笥

心

O

図11．オオマツヨイグサ，マツヨイグサの分布略図

B，標本による記録収蔵品なし

C・調査による記録

鹿児島市輔鹿児島市照国町,鹿児島市平之町,鹿児副
業錨,鹿児島市原良団地

マツヨイグサ類は北アメリカ原産の帰化植物で，昔からツキミ

（3）
鹿児島市谷山塩屋町，鹿児島市清水町，

マツヨイグサ類は北アメリカ原産の帰化植物で，昔からツキミソウと呼び親しまれているがツ

キミソウは別の種である。オオマツヨイグサ，マツヨイグサともに標本による記録はない。また，

文献による記録も少ない。マツヨイグサは，荒地，道路沿いを注意深く調査すればかなり分布し
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ていると思われる。オオマツヨイグサは，喜界島の記録だけしかないが，

する必要がある。両種とも標本による報告をぜひともお願いしたい。

他の地域はどうか調査

鹿児島高農開校25周年記念論文集

8．アレチマツヨイグサOe"0ｵ"eγa6ie""恋L、（あかばな科）

A・文献による記録

①内藤喬，梶原重盛（1934）鹿児島県自生植物目録鹿児島高農開校25周日

〔記録なし〕

②初島住彦（1978）鹿児島県植物目録鹿児島植物同好会

〔県本土，奄美諸島，帰化一北アメリカ原産〕

③初島住彦（1986）改訂鹿児島県植物目録鹿児島植物同好会

〔県本土，奄美諸島，帰化一北アメリカ原産〕

④吉永和人(1984）喜界島壺坐植物
⑤山下勝(1983）川辺苗施物

B・標本による記録

収蔵品なし

C・調査による記録

業曇歯,末吉晶嵩岡

9．コマツヨイグサOe"0＃舵γαノα“〃'α〃Hill.

A.文献による記録

①内藤喬梶原重盛（1934）鹿児島県自生植物目録鹿児島高農開校記念論文集

〔記録なし〕

②初島住彦(1978）鹿児島県植惣弓録鹿児島植物同好会
〔鹿児島，鹿屋，帰化一北アメリカ原産〕

③初島住彦（1986）改訂鹿児島県植物目録

薑語下静柵敏胤臺嚇北ｱ刈力原”
⑥丸野勝敏（1978）鹿児島の植物NQ4鹿児島植物同好会薩摩半島南西地区

について

〔鵜希〕

鹿児島植物同好会薩摩半島南西地区の植物の分布

‘擬繍,川,…児島市器町《Ⅲ‘Ⅲ大工風屋久島今志戸一
口田間（1986．6．4）川越

Q繍篭)鹿児島総団地鹿児島市常盤町水上坂屋久豊豊之間栗野鹿児島*（11）

柳町，鹿児島市谷山塩屋町
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図12アレチマツヨイグサ，コマツヨイグサの分布略図

マツヨイグサ類は，5月から8月にかけて黄色い花をつけるので，この時期が最も調査しやすい。
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10．ホウライシダA〃α"加畑c"'〃"s－〃e"e"sL．（わらび科）

A.文献による記録

①内藤喬，梶原重盛（1934）鹿児島県自生植物目録鹿児島高農開校25周年記念論文集

〔市内.外,紐〕
②初島住彦（1978）鹿児島県植物目録鹿児島植物同好会

〔県本土中部以南各地〕

③初島住彦（1986）改訂鹿児島県植物目録鹿児島植物同好会

〔県本土中部以南(安鶏泉,志布志以南)屋久島,種子島トカラ列
島，奄美大島（各島)〕

④"ゞ*池敏之蕊
社）〕

⑤初島住彦（1973）種子島の植物（1973）種子島の植物

⑥初島住彦(川雫騨灘3鍵箪~篁駕,
⑦迫静男，丸野勝敏黒島の植物

B・標本による記録

鹿児島市城山（1952．10･20)内藤，牧園町新川渓谷(1952･8．29)日置，鹿児島市城山

（1949．9．11）日置，牧園町新川渓谷（1952．8．29）日置，沖永良部（1957．3．15）三

島沖永良部島大山住吉（1956.8.19）内藤，鹿児島市（1959.4.17）山中，新川渓谷

（1954．10．19）初島，喜界町早町（1959．4．1）初島・迫，志布志町夏井（1962．8．26）

初島，鹿屋市高須町（1975．5．17）日置，鹿児島市（1982．6．30)大工園，沖永良部島（19

82．6．30）大工園，鹿児島市(1982．8．20)大工風沖永良部島(1983．7･11)大工園，

鹿児島市稲荷川（1986．2．22）松永

C・調査による記録
（23）（24）

鹿児島市照国町，鹿児島市柳町，鹿児島市清水町，鹿児島市平之町，田代町，佐多町伊座敷

この種は，鹿児島湾に沿って分布していると考えられるが，山川町，喜入町，加治木町，国分

市，垂水市の分布はどうなっているか調査する必要がある。離島では，甑島，種子島，屋久島，

奄美大島について，詳細な調査が必要である。また，海岸線からどのくらいの地域に分布してい

るか，人家付近からどのくらい離れて分布しているか興味深い。
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図13ホウライシダの分布略図

く総括＞

本年度は，調査対象種10種類について，初年度のまとめとして，本年度は，調査対象種10種類について，初年度のまとめとして，文献や標本を中心に調査の記録

をもとに分布図を作成してみた。文献についてもまだ不十分な点もあり,今後さらに加除訂正して

いきたい。標本については同じ地域の標本が多く，また，島名だけ記載されており，分布図に記入

できないものもあった。今後は，調査対象種を増やしながら，さらに充実したものにしていきたい。
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②

18()c、

①

地

自然調査会の記録

第1回自然調査会

期日1988年1月24B([1)

コースと調査地点図1のA～E(垂水，輝北）

学

(2)参加者数26人

(4)指導者成尾英仁（玉竜高教諭）

l第1胆|目然調査会

(1)期日1988年1月

(3)コースと調査地点図1

(5)調査結果

アA地点（垂水市堀切の南

西約3km県道沿い，北

緯31.29'55"，東経

130｡45'17'')

（ｱ)A地点での層序は，図

2の通りである。四万十

脚群の砂岩の上に降下軽

石がたい積し，その上に

腐植土をはさむことなく

人戸火砕流たい積物の非

溶結部（シラス）が重な

っている。

（ｲ）降下軽石層の状況

図1第1回自然調査会調査コース

軽石の色 層厚 軽石長径の平均

黄褐色 180cm

図2A地点での層序

①四万十層の砂岩②大隅降下軽石

③入戸火砕流たい積物（シラス）

7.5cm

岩片長径の平均 これは，約22,000年前姶

良火山から噴出した大隅降

下軽石である。

3.6cm

③

②

図3軽石の長径を測る参加者
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イB地点（垂水市大野原小学校，北緯31.30'40'′東経130.46'58''）

（ｱ)B地点での層序は，図4と図5の通りである。図5は自然調査会実施後，

張工事で現れた露頭である。

。図4の②層は図5の⑥層と対応する。

o図4の④層と図5の⑧層は，色とその下部に火山豆石

があることから，アカホヤ火山灰（鬼界火山から約6300

年前に噴出）である。

。降下軽石の層は，アカホヤ火山灰層の下に2層（図5

の③層と⑥層），上に1層（図5の⑩層）見られた。

（ｲ）降下軽石層の状況

大野原小校庭の拡

④

■■一

③

60cm

■－

②

65cm

※これら3つの降下軽石層は，層序から考えていずれも

桜島火山から噴出したものと考えられる。

＝ー

①

図4B地点での層序I

①腐植土②降下軽石

③火山灰④アカポヤ火山灰

師
師
叩
師
叩
輌

５
０
５
０
０
０

６
５
３
４
６
１

⑦
⑥
⑤
④
③
②

①火山灰？

②腐植土

③降下軽石

④軽石混り火山灰

⑤腐植土

⑥降下軽石

⑦軽石混り火山灰

⑧アカホヤ火山灰

（火山豆石あり）

⑨火山灰

⑩降下軽石

ニニ⑩15cm

⑨70cm
‐ー

⑧45cm
ー一・

山

図5B地点での層序Ⅱ

ウC地点（輝北町上古園交差点，北緯31｡31'13″東経130｡52'8''）

（ｱ)C地点での層序は，図6と図7の通りである。図6は図7の上部に当たり，図7の⑦層から

上を示したものである。

。図7には現れていないが，①層の下は入戸火砕流たい積物（シラス）であることが，近く

で確認された。図6の①層と図7の⑦層はアカホヤ火山灰である。

。降下軽石層は，アカホヤ火山灰層の下に2層（図7の②層と⑤層），上にl層（図6の③

－39－

層
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層）見られた。図7の⑤層は連続せず，ブロック状に

たい積している所もある。

(ｲ）降下軽石層の状況 ⑦

⑥

⑤

④

③

②

※3つの降下軽石の層は,B地点のものと同じものであ

ると考えられる。

図7C地点での層序

（上部）

⑦アカホヤ火山灰

③火山灰

⑨降下軽石

、 0

⑨10cm
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０
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図6C地点での層序（下部）
①腐植土②降下軽石③軽石混り火山灰

④腐植土⑤降下軽石⑥軽石混り火山灰

⑦アカホヤ火山灰⑧火山灰

４ぴ
甲

ダ
ダ

エD地点（輝北町岳野，北緯30.32'47''東経130.49'39''）

if)D地点での層序は，図8と図9の通りである。図8は，

図9の上部に当たり，図9の⑧層から上を示したもので

ある。

。降下軽石暦は，アカ⑬2

ホヤ火山灰の下に2層⑫，
あり,上に3層あった。⑪

。図9の①層の下が何⑩’
であるか確認できなか

った。⑨9

．これら降下軽石は，

全て桜島火山から噴出

したものと考えられる。

⑨

⑧50cm

－弓

澪

■
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、
争
師
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一

０
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７
５

５
２
１
１

⑦
⑥
⑤
④
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③35cm

②25cm

①

。
▲
、
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Ｕ
》
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ｏ
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ｃ
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ｃ
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６

Ｏ
ｐ

Ｃ
》
●
Ｃ

Ｏ
銀
の

Ｃ
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ｏ
の

●
○

’
○
⑯
、

図8D地点の層序(下部）

①腐植土②降下軽石

③軽石混り腐植土④降下軽石

⑤火山灰⑥アカホヤ火山灰⑦火山灰

⑧降下軽石⑨火山灰

図9D地点の層序（上部）
⑧降下軽石⑨火山灰⑩腐植土

⑪降下軽石⑫腐植土⑬降下軽石
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(ｲ）降下軽石層の状況

’ 訓
凶

唾
当

毎
竺

⑫軽石長径の平均岩片長径の平均

3cm-

2cm-

，F－

0．0cm－

0.4cm未満－

3cm-

軽石の色

オレンジ

オレンジ

黄褐色

褐色

灰白色

厚
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ

５
５
０
７
０

層
２
１
５
２

層

図8②層

図8④層

図8③層

図9⑪層

図9⑬層

⑪
⑩
⑨
③
⑦

０
５
０
０
０

５
１
２
３
２

0.4cm未満

⑥ 40

オE地点（輝北町牛根峠南方0.5km,北緯31｡33'40''東経

131．49'17"）

（ｱ)E地点の層序は図10の通りである。

図11E地点の露頭

・大隅降下軽石層の上には亀割坂角礫層があり，角礫は

パン殼状火山弾も含まれていた。

｡この露頭の上部には,D地点の8図④層や⑥層も存

在するものと思われる。

（ｲ）降下軽石層の状況

⑤
④
③

40

15

20

5応1g&98F:夕羅7

② 8

① 377

図10E地点での牌序

①大隅降下軽石②亀割坂角礫層

③腐植土④降下軽石⑤ベースサージ

⑥火山灰⑦降下軽石⑧軽石混り火山灰

⑨アカホヤ火山灰⑩腐植土⑪降下軽石

⑫火山灰

2．第2回自然調査会

（1）期日1988年2月14日（日）

（2）参加者数13人

図12第2回自然調査会調査コース
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（3）コースと調査地点図12のA～D(喜入・指宿）

（5）調査結果

ア.A地点（喜入町小田代北方2kmゴルフ場人口，北緯

31｡21'05'',東経130｡30'26'')

（ｱ)A地点の層序は図13の通りである。

o①層の腐植土居の下には，あずき色をした阿多溶

結凝灰岩が見られた。

o④層の腐植土層の_上には，オレンジ色をした軽石

混りの火山灰層があり，その上にアカホヤ火山灰居

力:見られた。

（ｲ）降下軽石層の状況

(4)指導者成尾英仁（玉竜高教諭）

④

③50cm

｜

’

一

②25cm
イ．B地点（喜入町千貰平駐車場から北へ0.5kmスカイ

ライン沿い，北緯31｡18'50''東経130｡31'53''）

（ｱ)B地点での層序は図14の通りである。

o幸屋降下軽石層，幸屋火砕流たい積物，アカホヤ

火山灰の3層は，今から約6300年前，鬼界火山から

噴出し，たい積したと言われるものである。

（ｲ）降下軽石層の状況

①

図13A地点の層序
①腐植土②大隅降下軽石

③入戸火砕流たい積物（シラス） ④腐植土

Ⅲ
、
ｍ

Ｃ
Ｃ
ｃ

Ｏ
Ｏ
Ｏ

６
４
４

⑦
⑥
⑤ウ．C地点（開聞町唐仙峡公園北方0.5km,北緯

31｡13'32'',東経130｡32'47''）
④40cm

図14B地点の層序

①安山岩②幸屋降下軽石

③幸屋火砕流たい積物④アカホヤ火山灰

⑤腐植土⑥池田湖火山灰⑦腐植土

図15C地点の露頭この山全体が池田降下軽石である。
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(ｱ）ここには，池田降下軽石がたい積しており，

雑草で見えないが，この山全体が降下軽石で

できている。

(ｲ）軽石層の状況

※軽石には，黒色長柱状のカクセンセキカ乱入

っており，肉眼でよく見える。

z.D地点（指宿市下吹越，北緯31｡16'00'′

東経130｡38'28'')

（ｱ)．D地点のj曽序は，図17と図18の通りである。

。アカホヤ火山灰と池|Ⅱ降下軽石との間には，
おさがり

尾下の名のついたスコリア層がある。この層

は，黒褐色の小孔のあいたスコリアと小さな

岩片からできており，池田湖付近から噴出し，

たい積したものと言われている。

図16C地点で降下軽石を調査する参加者

一
ｍ
一
叩

Ｅ
Ｊ
ｎ
Ｕ

１
且
、
〃
白

⑥
⑤

⑪

⑩50cm

⑨3cm二二

⑧15cm__

⑦60cm

⑥15cI11

⑥

図18D地点の層序（上部）

⑥幸屋降-ド軽石⑦幸屋火砕流たい積物

⑧アカホヤ火山灰⑨尾下スコリア

⑩池田降下軽石⑪池田火山灰

(ｲ）軽石膳の状況

④ 90cm

③20cm

②70

①

D地点の層序（下部）

②大隅降下軽石③入戸火砕流たい積物

⑤権現山火山灰⑥幸屋降下軽石

図17

①腐植土

④腐植土
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3．第3回自然調査会

（1）期日1988年3月6日（日）

（2）参加者数16人

（3）場所県立博物館実験室

（4）指導者山本英司（武岡台高教諭）

（5）調査（学習）の記録

この日は，降下軽石の外見上の特徴や

軽石を造っている鉱物について，大隅降

下軽石と池田降下軽石を対比させながら

学習を進めた。

図19降下軽石の造岩鉱物の学習風景

図20大隅降下軽石の表面図21池田降下軽石の表面

軽石は，表面に気体が抜けたあとを示す小孔がたくさんあいており，見かけの比重は小さい。

大隅降下軽石と池田降下軽石を比べると，大隅降下軽石の方が白っぽく，軽い感じがする。これ

は，池田降下軽石の方に，カクセンセキ，キセキ，などの有色鉱物がたくさん含まれており，ま

た，ち密であるためである。県内の降下軽石で，このようにカクセンセキを多量に含んでいるの

は，池田降下軽石だけで，このことは露頭で池田降下軽石を判別する手がかりとなり得る。

図22大隅降下軽石の造岩鉱物顕微鏡写真図23池田降下軽石の造岩鉱物写真
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Ⅱ会員による調査の記録

短い調査期間であったが,5名の会員から8地点の調査結果が寄せられた｡これらは，数年後

調査をまとめるとき，貴重な資料となる。
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図28根占 町 狐 ケ 丘 で の 調 査 表 図 29根占町花之木での調査表

Ⅲ今年度の調査のまとめと文献の紹介

鹿児島県内に広く分布している降下軽石たい積物には，大隅降下軽石，桜島火山噴出の降下軽

石，幸屋降下軽石，池田降下軽石などがあることが知られている。これらの降下軽石たい積物に

関する文献を紹介しながら，今年度の調査結果を収約し，今後の調査に継ぎたい。

1．大隅降下軽石たい積物

大隅降下軽石たい積物は，約22,000年前，現在の桜島火山付近から放出されたものである。

これに引き続いて，姶良カルデラ内から妻
屋ノレ功‘澪霞室114唇缶郵軋言‘1，rﾂT,湿宝_上き…‘1， ／
屋火砕流，亀割坂角礫，入戸火砕流が噴出

し，たい積した。妻屋火砕流たい積物は細

粒であり，軽石粒は稀にしか含まれず，全

体が淡紅褐色の色あいをしている。また，

亀割坂角礫層は，四万十層群のサ岩，ケツ

岩や安山岩などの角礫と火山灰などである。

（この項1983，荒牧重雄，月刊地球よ

り要約）

妻屋火砕流たい積物と亀割坂角礫層の分

布図は図30で，大隅降下軽石たい積物の

層厚分布図は図31の通りである。

今後大隅降下軽石たい積物の調査の際は，

ツノ′ j、40

図30妻屋火砕流たい積物の分布範囲（砂目）

と亀割坂角礫の粒径(cm)の等値線

（1983,荒紋重雄による）
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鹿児島湾北部沿岸の妻屋火

砕流たい積物や亀割坂角礫

層の分布地域ではその下部

を，その外の地域では入戸

火砕流たい積物の下部を探

せばよいということになる。

今年度の調査では，輝北

町牛根峠南方0.5kmの露頭

だけが亀割坂角礫層の下で，

他は，全て入戸火砕流たい

積物の下であった。
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165
131

即1大隅降下軽石たい積物の層厚分布(1983小林哲夫他に

よる）

2．桜島火山噴出の降下軽石たい積物

桜島火山噴出の降下軽石たい積物についてまとめたものに，「桜島火山の形成史と火砕流」

（1986，小林哲夫）がある。これによると，桜島火山噴出の降下軽石たい積物は，17層認

められ，薩摩半島や大隅半島にたい積していることが明らかなものでも7層ある。そのうち，ア

カホヤ火山灰（後述）の上に4層，下に3層あることになっている。これらの層厚分布図は，図

32の通りである。P1は大正噴火(1914年),P2は安永噴火(1779年),P3は文

明噴火（1471年）の降下軽石たい積物である。また,P14は南九州一円に広く分布してい

るもので，11,000年前噴出した「薩摩」と呼ばれるものである(1980,新井・町田）。この

P14の層厚は，軽石層だけでなく，その前後に噴出した火砕流や軽石混り火山灰層も含めて測

定したとされている｡，

私たちの垂水市や輝北町での調査では，アカホヤ火山灰の上に3層，下に2層しか確認されて

いないが，垂水市大野原小学校や輝北町岳野の露頭では，その下に存在するかもしれない。

P1(大正噴火） P2(安永噴火） P3(文明噴火）

、
、
１
Ｊ

／
ｎ
》

一

５

、
９
０
ノ

、
〆
、
一

、

一

一
一

、盲Z二1“
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3．幸屋降下軽石たい積物

およそ6,000年～6,500年前，鬼界カルデラから噴

出し，同一噴火輪廻のものである幸屋降下軽石，幸

屋火砕流，アカホヤ火山灰が，大隅・薩摩両半島南

部に，この順序でたい積している。この中のアカホヤ

火山灰は，檀黄色で西日本から中部日本に広くたい

積しており，基準層として利用できる。（この項

1978，町田・他，第四紀研究を要約）幸屋降下

軽石たい積物と幸屋火砕流たい積物の分布状況は図

33の通りである。

幸屋降下軽石たい積物は，今年度の調査地

域の喜入町千貫平，指宿市吹越で，幸屋火砕

流たい積物，アカホヤ火山灰と共に確認する

ことができた。またアカホヤ火山灰は，特徴

ある色やその下部に火山豆石があることなど

からとらえやすく，多くの調査地点で確認す

ることができた。

4．池田降下軽石たい積物

池田降下軽石たい積物に関する文献は，見

当たらず，ほとんど調査も進められていない

らしい。今年度の自然調査会の指導者成尾英

仁氏によると，この降下軽石たい積物は，お

よそ5，500年前，池田カルデラから噴出し

たものである。

今年度の調査では，開聞町唐仙峡北方や指

ダ
－－

、

、
Ｉ
Ｉ
Ｊ

ノ

ノ

、

‐､-.--.25〆／～

図32桜島火山の代表的な大規模降下

軽石層の等層厚線図(cm)(1986

小林哲夫による）
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宿市吹越で確認でき，根占町や大根占町から図33幸屋降下軽石と幸屋火砕流たい積物の厚さと分布
(19町田）

も報告があった。造岩鉱物の中にカクセン石分子は火砕流分母は降下軽石たい積物の厚さ(cm)
鋸歯状の線は幸屋火砕流たい積物の分布北線，実線

を含むことから，他火山のものと区別できる。 は幸屋降下軽石の等厚線(cm)(1978,町田洋･他による）
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5．調査結果のまとめ

自然調査会や会員の報告をもとに，現在の段階でまとめると図34のようになる。今回は，その

分布地域だけを示し，軽石層の厚さや軽石・岩片などの大きさは，調査の進展を待ってまとめる

ようにしたい。

Ⅳ来年度の課題

／
●

鍵
〃

ワノ、l彌14平I‐桂ノロダーピ･1預

○桜島火山の降下軽石

■幸屋降下軽石たい稚

司油田湖隆下軽肩たb、

KOノにツ』

F藤M
詞 f鯉

佐多町

図34調査結果のまとめ（昭和63年3月31日）

物

この降下軽石たい積物の調査活動は，今後数年継続し，本年度の調査地域や離島も含め県内全

体に調査地点を広げていくようにするが，さしあたって来年度の課題を次のようにまとめた。

1．調査に関する文献のない池田降下軽石たい積物の調査を進めたい。このために，根占，大根

占，田代，吾平，高山，内之浦，佐多など，大隅半島南部で調査を実施したい。

2．現在も活動を続けている桜島火山から噴出してたい積した降下軽石，中でも薩摩半島に広く

分布している「薩摩」の中の降下軽石たい積物の調査を進めたい。このため，鹿児島市及びそ

の周辺で調査を実施したい。

3．単に，分布状況を調査するだけでなく，分布状況や露頭でのたい積状況から過去の火山活動

を再現し，とらえられるようになりたい。これには火山学者の指導をあおぎたい。
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文天

四季の星座

各季節ごとの代表的な星座の写真をとり，その写り具合から鹿児島の自然を調べ，さらに適した

場所を案内する地図を作るために，調査を依頼した。現在のところ報告があったのは，次の3例で

ある。

調査結果について

1．川辺郡知覧町取違（旧飛行場跡）

東西南北とも開けた視界のよい高台の畑地で，条件はよい。ただ，畑の真中に車道があるため，

ときおり車のライトで明るくなるのが難点である。

|風|'“|ﾉIM|63空の状況

星座名

ハ
０
－
レ

司
祁
眠
一

Ｉ
｜
｜

雲
一
ｌ

し
ゞ
時

な
ｊ

霧
－
１ 砺出

絞り2.0

11fllll20秒

レンズ

PENTAX

f＝50mm

lﾘ}るさ1．8

フィルム

コニカ

SR400
４
０

２
５

３
８

６
１

こぐま応

蕊篭簿PENTAX

f＝5()mm

[ﾘlるさ1．8

2.0

20秒

コニカ

SR4()0
４
３

２
５

３
８

６
１

オリオン座

鷲おうし座｜雲にかくれて撮影できず

表1 蕊
懲
蕊

1y
l
1y
l

川辺峠川辺峠

鍵

平川平川
広瀬橋

冬の大三角

知覧町

影旧
飛
行

霞潔
知覧

② ソ
鋤

（図l)

2．川辺郡知覧町西元（知覧中学校屋上）

東，歯，南側は抜群によいが，北側は

照明燈がある。

空の状況|霧なし 雲鼠01m北西|j1齢’289
1レンズ露'''|フィルム星座名 [1時

絞り2.0

11寺間20秒

PENTAX

l~＝50mm

明るさ1．8

PENTAX

広jrl35mm

3．5

コニカ

SR4()(）
オリオン廃

(NQl)

昭
７

・
０

１３
９

６
１

3.5

20M

コニカ

SR'100
おうし序

(Nn2)

８１
０

ワ
▲
可
Ⅱ
４

３
９

６
１

(こぐま） (北llllに照IVlがあり，このI]はだめでした｡）

表2
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図33．鹿児島市南栄町（二号用地）

’’
表 3

北，東は照明が明るい

南の方向と西は割合澄んでいた。

1、

畠調L－産業道路至平川

図 6 オ リ オ ン 座

図5
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調査員名簿(S.62年度）

動物

植物

番号 氏名 住所 ⑦ TEI』 性別

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１

１
１
１
１
１
．
１
１
１
１
１
２
２

宮崎亨

倉園和子

有田重信

有田浩

田中文彦

松下重信

石作義 盛

小迎寿一郎

山崎博 文

田島俊洋

上野恭子

今村克
〃一

ｲ丁

平 岡保

川島吉治

加藤吉雄

柳田 一

大 坪 修

郎

一

(羽月小学校昆虫クラブ）

島津久実

尾上義治

松山久志

岩切智子

天保山町20－4上田様方

鹿屋市寿4丁目10－24

指宿市十町1317

指宿市十二町6730

熊毛郡南種子町中之上2427

川内市永利町2397

姶良郡栗野町恒次862

熊毛郡南種子町1664

大島郡瀬戸内町油井

川内市西開聞町8－18

新栄町19－7南港宿舎1-503

薩摩郡祁答院町下手118

鹿児島郡十島村宝島

中山町1583－1

和田町637－1

大根占町城元1－6－2－104

大口市白木1354－37

曽於郡有明町通山

曽於郡末吉町二之方6241
高校教職員住宅40－18号

下竜尾町9の6

城南町2の1

890

893

891-04

891-04

891－37

895

899－62

891－37

894－16

895

890

895－15

891－53

891-01

891－01

893－23

895－25

４
６

７
８

－
－

９
９

９
９

８
８

892

892

0992－51－2422

0994－43－8429

09932－3－2337

09932－4－4395

09972－6－0291

0996-25-1083

0995-74-4756

09972－6－6253

09977-2-0840

0996-23-1359

0992-56-2056

0996-55-0030

09912-4-2121

0992－67－6511

0992－67－6026

09942－2－0561

09952－2－3114

0994－77－2123

0986－76－4610

0992-47-3669

0992-56-7288

(自)0992-23-2059

男
女
男
男
男
男
男
男
男
男
女
男
男
男
男
男
男
男
男
男
女

番号 氏名 住 所 ⑦ TEI 性別

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５

１
１
１
１
１
１

亨
悟
信
浩
信
郎
子
子
郎
巌
水
己
治
一
司

一

ワ

重
重
健
文
ミ
三
喬
正
吉
修

宮崎

岩切

有田

有田

松下

沖

有馬

上野

内 田

川原

熊谷

黒 川

川島

大坪

米 澤

鹿児島市天保山叩0－4上田様方

鹿屋市高須町1575－4

指宿市十町1317

指宿市十二町6730

川内市永利町2397

鹿児島市大竜町11-14

鹿児島市草牟田2丁目38-41

鹿児島市郡元1丁目7－23

鹿児島市鴨池1丁目2－27

鹿児島市上福元町4044

鹿児島市冷水町20－29

鹿児島市稲荷町24－23

鹿児島市中山町1583－1

大口市白木1354－37

鹿児島市甲突町21－28

890

893－22

891－04

891－04

895

892

890

890

890

891-01

892

892

891-01

895－25

892

0992－51－2422

0994-47-2449

09932-3-2337

09932－4－4395

0996－25－1083

0992－47－2016

0992－26－9439

0992－51－7006

0992-56-7549

0992－68－7337

0992-26-5364

0992-47-1088

0992－67－6511

09952-2-3114

0992－24－1012

男
男
男
男
男
男
女
女
男
男
男
男
男
男
男



地学

番号 氏名 住所 ⑦ TEI 性別

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３

今井信行

田代忠輝

上瀬孝 子

松久保充山

小池孝徳

和田廣一郎

小川茂

山 ロ 幸彦

鶴田静彦

山下敦宏

日隈健一

上田英明

上田順 作

新山源樹

楠木まゆみ

柳田一 郎

山元富美子

篠崎サチ

乙須稔

旭慶男

中間弘

岩切敏 彦

三原敏幸

脇村洋一

内門紘

岩切崇

歌丸千敏

吉水春信

木佐貫新美

清藤克之

曽於郡有明町野井倉8126

曽於郡志布志町帖4807

肝属郡田代町麓1406

指宿市十二町88－8

曽於郡末吉町諏訪8391－1

鹿児島市武岡2丁目12－8

肝属郡根占町川南3573－3

鹿児島市明和4丁目14-10-52

姶良郡隼人町見次362

姶良郡姶良町東餅田3800

鹿児島市田上町224－2

鹿児島市明和5丁目3－2

鹿児島市明和5丁目3－2

鹿児島市西陵4丁目30－4

鹿児島市武岡市営住宅7026

肝属郡大根占町城元1毛-2-104

鹿児島市鴨池新町28－2－407

鹿児島市紫原5－36－14

川内市平佐町2075-23

鹿児島市明和4丁目10－1－203

肝属郡大根占町城元879－1

肝属郡大根占町城元5500

肝属郡根占町川南3743

鹿屋市西原1－27県営平和団地
5－501

鹿児島市吉野町3923－18

鹿児島市紫原7－18－11

曽於郡輝北町百引歌丸

曽於郡輝北町市成上方

肝属郡田代町麓4835

肝属郡吾平町上名3625－4

899－74

899－71

893－24

891－04

899－86

890

893－25

890

899－51

899－54

890

890

890

890

890

893－23

890

890

895

890

３
３
５

２
２
２

－
一
一

３
３
３

９
９
９

８
８
８

893

892

890

２
５
４

０
８
２

一
一
一

３
９
３

９
９
９

８
８
８

893－11

0994-77-1200

0994－73－0968

09942－5－3139

09932-2-2273

0986-76-6550

0992－81－6206

09942-4-3479

0992-81-9945

0995－43－2960

0995－65－7451

0992-65-7451

0992-20-6248

0992－20－6248

0992-81-3170

0992－82－5126

09942-2-0983

0994－73－0968

0992－51－0478

0996-20-5756

0992－82-8103

09942-2-2184

09942-9-0156

09942-4-2808

0994－43－8707

0992－44－3256

0992－51－4586

0994-86-0330

0994-85-1637

09942－5－2886

0994－58－8088

男
男
女
男
男
男
男
男
男
男
男
男
男
男
女
男
女
女
男
男
男
男
男
男
男
男
男
男
男
男



天文

番号 氏名 住所 ⑦ TEL 性別

31

32

33

34

35

36

竹之下泰三

石塚克巳

橋口正行
他地学部員3名
本 野 み ゆき

宮地洋夫

夏越謙二

肝属郡大根占町神川3292

川内市平佐町3283

川辺郡川辺町田部田4150

肝属郡田代町麓1406

曽於郡末吉町二之方6240－1

日置郡伊集院町妙円寺
1-75-1-1

893－23

895

897－02

893－24

899－86

899－25

09942－2－1317

0996-22-0751

09942-5-3246

0986－76－7356

0992－73－1843

男
男
男
男
男
女

番号 氏名 住所 郵便番号 TEI 性別

１
２
３
４
５
６

宮崎亨

牧瀬克昭

和田廣一郎

引地幸紀

塩入博

上 田 聡

鹿児島市天保山町20の4

鹿児島市和田町275の5

鹿児島市武町二丁目12の8

姶良郡姶良町平松7546の104

川内市御陵下町5360-10

鹿屋市下高隈町530

890

891－01

890

899－54

895

893－01

0992－51－2422

0992－69－1685

0992-81-6206

0995-65-0135

0996-42-4453

0994-45-2731

男
男
男
男
男
男
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